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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間の経常収益は、貸出金利息や有価証券利息配当金の減少による資金

運用収益の減少及び株式等売却益の減少によるその他経常収益の減少により、前第３四半期連結

累計期間対比14億97百万円減少し、446億14百万円となりました。 

一方、経常費用は、資金調達費用は減少したものの、国債等債券売却損や金融派生商品費用等

の増加によるその他業務費用の増加及び貸倒引当金繰入額の増加等によるその他経常費用の増加

により、前第３四半期連結累計期間対比24億45百万円増加し、357億12百万円となりました。 

この結果、経常利益は、前第３四半期連結累計期間対比39億43百万円減少し、89億１百万円と

なりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、経常利益の減少により、前第３四半期連結

累計期間対比20億11百万円減少し、66億61百万円となりました。 

なお、前年度に当行の連結子会社でありました大銀スタッフサービス株式会社と大銀アカウン

ティングサービス株式会社が、平成28年４月１日に合併（大銀スタッフサービス株式会社を存続

会社、大銀アカウンティングサービス株式会社を消滅会社とする吸収合併方式）したため、大銀

アカウンティングサービス株式会社を第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しており

ます。 

合併に伴い、存続会社である大銀スタッフサービス株式会社は、社名を大銀オフィスサービス

株式会社に変更いたしました。合併後の会社は、引き続き連結子会社となります。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の預金及び譲渡性預金の合計残高は、個人預金、法人預金及び譲

渡性預金の増加により、前連結会計年度末対比1,470億円増加し、２兆8,915億円となりました。 

貸出金残高は、地域密着型金融の実践により、県内の事業性貸出金と個人ローンは増加しまし

たが、県外の貸出金の減少により、前連結会計年度末対比360億円減少し、１兆7,522億円となり

ました。 

有価証券残高は、ポートフォリオ・リバランスの推進による投資信託等の増加により、前連結

会計年度末対比247億円増加し、１兆1,268億円となりました。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成29年３月期の連結業績予想について、平成28年11月９日公表の数値から変更はありません。 

なお、業績予想については、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の

前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の処理） 

連結子会社の税金費用は、当第３四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じるこ

とにより算定しております。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 （会計方針の変更） 

連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関

する実務上の取扱い」（実務対応報告第 32 号 平成 28 年６月 17 日）を第１四半期連結会計期間

に適用し、平成 28 年４月１日以後に取得する建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定

率法から定額法に変更しております。 

   なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額はありません。 

 

（３）追加情報 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３

月28日）を第１四半期連結会計期間から適用しております。 
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１．損益状況（単体）

（１）業務粗利益 　29,663百万円

　業務粗利益は、国債等債券売却損の増加によるその他業務利益の減少及び役務取引等利益の減少により、

前年同期比14億15百万円減少し、296億63百万円となりました。

　また、コア業務粗利益は、前年同期比10億69百万円減少し、298億18百万円となりました。

（２）業務純益    　8,047百万円

　業務純益は、経費は減少したものの、業務粗利益の減少により、前年同期比７億56百万円減少し、

80億47百万円となりました。

　また、コア業務純益は、前年同期比４億51百万円減少し、76億23百万円となりました。

（３）経常利益    　8,180百万円

　経常利益は、業務純益の減少や、株式等売却益の減少により、前年同期比34億90百万円減少し、

81億80百万円となりました。

（４）四半期純利益　6,215百万円

　四半期純利益は、経常利益の減少により、前年同期比18億83百万円減少し、62億15百万円となりました。

1 37,206 △ 1,648 38,854 47,700

2 29,663 △ 1,415 31,078

3 ( 29,818 ) ( △ 1,069 ) ( 30,887 ) 38,300

4 26,586 △ 121 26,707

5 4,295 △ 293 4,588

6 △ 1,217 △ 1,000 △ 217

(△) 7 22,195 △ 617 22,812 29,900

(△) 8 10,952 △ 174 11,126

(△) 9 9,848 △ 438 10,286

(△) 10 1,394 △ 5 1,399

11 7,468 △ 798 8,266

12 7,623 △ 451 8,074 8,400

(△) 13 △ 579 △ 42 △ 537

14 8,047 △ 756 8,803 8,600

15 △ 154 △ 345 191

16 133 △ 2,736 2,869

(△) 17 966 119 847

(△) 18 985 194 791

(△) 19 △ 19 △ 75 56

20 ― ― ―

21 0 0 0

(△) 22 ( 386 ) ( 77 ) ( 309 ) △ 100

23 1,327 △ 2,161 3,488

24 △ 228 △ 454 226

25 8,180 △ 3,490 11,670 9,400

26 △ 124 △ 67 △ 57

27 17 57 △ 40

(△) 28 142 126 16

29 8,055 △ 3,558 11,613

(△) 30 2,529 △ 1,057 3,586

(△) 31 △ 689 △ 617 △ 72

(△) 32 1,839 △ 1,675 3,514

33 6,215 △ 1,883 8,098 6,500

そ の 他

償 却 債 権 取 立 益 ④

物 件 費

第３四半期

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ③

業 務 粗 利 益

( コ ア 業 務 粗 利 益 )

資 金 利 益

業 務 純 益 ( 一 般 貸 倒 繰 入 前 )

（Ｂ）(Ａ)－(Ｂ)

業 務 純 益

比　較

経 常 収 益

通期業績予想

（Ａ） (参考)

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

経 費 （ 除 く 臨 時 費 用 処 理 分 ）

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

( 与 信 費 用 ① ＋ ② － ③ － ④ )

コ ア 業 務 純 益

(単位：百万円)

項
番

平成29年３月期 平成28年３月期 平成29年３月期

第３四半期

人 件 費

不 良 債 権 処 理 額 ②

株 式 等 関 係 損 益

税 引 前 四 半 期 純 利 益

四 半 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

そ の 他 臨 時 損 益

経 常 利 益

特 別 損 益

税 金

法 人 税 等 調 整 額

う ち 減 損 損 失

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ①

うち国債等債券関係損益（5勘定尻）

臨 時 損 益

法 人 税 等 合 計

う ち 固 定 資 産 処 分 損 益
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２．「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」（連結）

　   (単位：億円)

平成28年3月末対比

60 8  52 

562 △ 3  565 

5 △ 14  19 

627 △ 9  636 

（注）上記の四半期末計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定する各債権

　　のカテゴリーにより分類しておりますが、集計方法については以下の点につき連結会計年度末または中間連結会

　　計期間末に開示する計数とは異なるため、計数は連続しておりません。

（１）「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」および「危険債権」
　　①開示区分
　　　　連結会計年度末または中間連結会計期間末時点における債務者区分（※）をベースとし、四半期中に
　　　倒産、不渡り及び廃業等の客観的な事実ならびに行内格付の変更等があった債務者について、当行及び
　　　連結子会社の定める自己査定基準に基づき債務者区分の見直しを行っております。
　　②開示金額
　　　　各四半期末時点における残高をベースとしております。

（２）「要管理債権」
　　①開示区分
　　　　連結会計年度末または中間連結会計期間末時点における債務者区分（※）をベースとし、四半期中に
　　　要注意先の債務者に対する債権のうち、新たに３ヵ月以上延滞となった債権、貸出条件を緩和したこと
　　　を確認している債権等について、当行及び連結子会社の定める自己査定基準に基づき債務者区分の見直
　　　しを行っております。
　　②開示金額
　　　　各四半期末時点における残高をベースとしております。

※債務者区分との関係：破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権）
　　　　　　　　　　　危険債権（破綻懸念先の債権）
　　　　　　　　　　　要管理債権（要注意先のうち、元金又は利払いが３ヵ月以上延滞しているか、又は
　　　　　　　　　　　　　　　　　貸出条件を緩和している債権）

(参考)「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」（単体）
　   (単位：億円)

平成28年3月末対比

53 8  45 

545 △ 6  551 

4 △ 14  18 

602 △ 12  614 

18,236 

平成28年12月末 平成28年3月末 (実績)

平成28年12月末 平成28年3月末 (実績)

3.43% 

18,077 △ 416  18,493 

0.03% 

総与信額

総与信に占める開示額の割合

3.36% 
（不良債権比率）

総与信額 17,817 △ 419  

総与信に占める開示額の割合
3.37% 0.01% 

（不良債権比率）
3.46% 

計

　破産更生債権及び
　これらに準ずる債権

　危険債権

　要管理債権

計

　破産更生債権及び
　これらに準ずる債権

　危険債権

　要管理債権
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３．自己資本比率（国内基準）

　平成28年12月末(速報値)

連結自己資本比率

　平成28年12月末(速報値)

単体自己資本比率

４．預金等・貸出金の残高（単体）

（１）預金等（末残） （単位：億円、％）

金額 増減率

預金等 1,473 5.3 

うち個人 642 3.5 

うち法人 576 8.4 

うち大分県内 1,393 5.3 

（２）貸出金（末残） （単位：億円、％）

金額 増減率

貸出金 △ 356 △ 2.0 

うち中小企業等貸出残高 179 1.5 

中小企業等貸出比率 2.4 

うち個人ローン 48 1.0 

うち大分県内 △ 14 △ 0.1 

５．預り資産残高（公共債、投資信託、保険商品等）（単体）

（単位：億円、％）

金額 増減率

預り資産残高 △ 164 △ 3.8 

投資信託残高 △ 15 △ 2.2 

生保商品残高 69 2.6 

外貨預金残高 △ 51 △ 40.5 

公共債残高 △ 167 △ 19.0 

６．時価のある有価証券の評価差額（単体）

（単位：百万円）

その他有価証券

株式

債券

その他

以　上

平成28年3月末

10.84% 

平成28年3月末

11.11%   

28年3月末比

平成28年3月末

10.21% 

0.27% 

0.25% 

28年3月末比

18,237 

26,127 

平成28年12月末

10.46%   

7,441 

18,879 

平成28年12月末 平成28年3月末

28年3月末比

17,589 17,945 

28年3月末比

27,520 

29,031 27,558 

6,865 

67.8 65.4 

11,919 11,740 

5,024 4,976 

平成28年12月末 平成28年3月末

28年3月末比

4,175 4,339 

13,800 13,814 

688 

2,645 

126 

880 

673 

2,714 

75 

713 

16,267  

17,857  

11,839  

△ 6,699  

5,643  

△ 5,332  

△ 7,010  

45,964  

21,910  

12,525  

4,829  

1,117,810  

57,198  

680,027  

380,584  

39,265  

評価差額

平成28年3月末平成28年12月末平成28年12月末

時　価
評価差額

28年3月末比
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